
医療・ケアについての
もしも手帳 とは

“もしも”のことを考えてみるのは
大切なことです。

時には治らない「病気」や「認知症」などになり、
自分で物事を決められなくなったり、自分の気持ちを
伝えられなくなってしまうことがあります。

この手帳は、そうなったときの治療やケアについて、
あなたが「どうしてほしいか」の気持ちを伝えるためのお
手伝いをします。
元気なうちから“もしも”のときのことを考えてみま

せんか？中面にある「３つの質問」に答えてみてくだ
さい。

答えてみたら、自分の気持ちをご家族や大切な人と
話し合ってみましょう。ご家族や大切な人は、この手
帳を使って医師にあなたの気持ちを伝えてくれる人に
なります。誰に代わりに伝えてもらいますか？代わり
に正しく伝えてもらえるように、よく説明・相談する
ようにしましょう。

また、時間が経つと考えていたことが変わります。
その時には新しい手帳に書き直してみましょう。

書き直すことは何度でもできます。自分の気持ちを
正しく伝えられるようにしておきましょう。

横浜市人生の最終段階の医療等に関する検討会
【問合せ】横浜市医療局がん・疾病対策課

電話：045-671-2444

配布場所：
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